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【部門区分】第３部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月17日(2008.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
生理学的に許容される媒体中に、少なくとも１の着色剤、ならびに
　　　組成物の合計重量に対して5～90重量％の、４０未満の炭素原子を含む少なくとも1
の炭化水素エステル、及び
　　　組成物の合計重量に対して5～20重量％の、一般式（Ｉ）の少なくとも１のシリコ
ーンポリマーを含むことを特徴とする無水化粧料組成物、

　　　　Ｒ１
ａＲ２

ｂＲ３
ｃＳｉＯ（４－ａ－ｂ－ｃ）／２　　　　　　（Ｉ）

　ここで、
　ａ、ｂおよびｃは、ａが１～２．５であり、そしてｂおよびｃが互いに独立に０．００
１～１．５であるようなものであり、
　Ｒ１は、各出現において同一でも異なっていてもよく、以下の基：
　　必要に応じて１以上のフッ素原子、アミノ基および／またはカルボキシル基で置換さ
れていてもよいＣ１～Ｃ３０アルキル基；
　　アリール、及びアラルキル基；
　　一般式（ＩＩ）の基：

　　　　　－ＣｄＨ２ｄ－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｅ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｆＲ４　　　（ＩＩ）

（ここで、Ｒ４はＣ１～Ｃ３０炭化水素基、またはＲ５－（ＣＯ）－であり、ここでＲ５
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はＣ１～Ｃ３０炭化水素基であり、そして、
ｄ、ｅおよびｆは、ｄが０～１５であり、そしてｅおよびｆが互いに独立に０～５０であ
るような整数である）；および
　　これらの組み合わせ、
から選ばれ、
Ｒ２は一般式（ＩＩＩ）：

　　　　－Ｑ－Ｏ－Ｘ　　　（ＩＩＩ）

（ここで、Ｑは、少なくとも１のエーテル結合および／または少なくとも１のエステル結
合を含むことができる、２価のＣ２～Ｃ２０炭化水素基であり、そして、
Ｘはグリセリル誘導体から選択されたポリヒドロキシ炭化水素基である）
により表される基であり、
ただしＲ２が一般式（ＩＩＩＡ）：

　　　　－Ｃ３Ｈ６－Ｏ［ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ］ｎＨ　　　（ＩＩＩＡ）

（ここで、ｎは１～５である整数である）
の基であるときには、Ｒ１はＣ１２アルキル基以外である、

Ｒ３は一般式（ＩＶ）：

　　（ここで、
Ｒ基の夫々は互いに独立に、必要に応じて１以上のフッ素原子で置換されていてもよいＣ

１～Ｃ３０アルキル基；およびアリール基およびアラルキル基から選ばれた基を表し、
ｇおよびｈは、ｇが１～５であり、そしてｈが０～５００であるような整数であり、上記
ポリマーは、他の物質と一緒にされ、またはその上に吸着された形態で使用されるのでは
ない）
の有機シロキサン基である。
【請求項２】
　　８～１６の炭素原子を有する炭化水素油、特にＣ８～Ｃ１６の分岐状アルカン例えば
イソドデカン、イソデカン、及びイソヘキサデカン、
　　直鎖又は環状シリコーン油、特に８センチストークス（８×１０－６ｍ２／秒）以下
の粘度を持つもの、特にオクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタ
シロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルヘキシルトリシロキサ
ン、ヘプタメチルオクチルトリシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルト
リシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、及びドデカメチルペンタシロキサン、及び
　　フッ素化された溶媒、例えばノナフルオロメトキシブタン又はパーフルオロメチルシ
クロペンタン、及び
　　それらの混合物
から選択された少なくとも１の揮発性油をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載
の組成物。
【請求項３】
上記揮発性油が組成物の合計重量に対して１５重量％未満で存在することを特徴とする、
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請求項2に記載の組成物。
【請求項４】
４０未満の炭素原子を含む少なくとも2のエステルを含むことを特徴とする、請求項1～3
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
シリコーンポリマーが、
　ａは、１～１．４の範囲であり、そしてｂおよびｃが互いに独立に０．０２～０．０４
の範囲であり、
　Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ１０、特にＣ１～Ｃ６アルキル基、より特にＣ１～Ｃ４アルキル基で
あり、
　Ｒ２は、一般式（ＩＩＩＡ）：

　　　　－Ｃ３Ｈ６Ｏ［ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ］ｎＨ　　　（ＩＩＩＡ）

（ここで、ｎは１～５である整数である）
により表され、
　Ｒ３は一般式（ＩＶＡ）：

－Ｃ２Ｈ４（ＣＨ３）２ＳｉＯ［（ＣＨ３）２ＳｉＯ］ｍＳｉ（ＣＨ３）３　（ＩＶＡ）

（ここでｍは３～９である）
　　により表される、
一般式（Ｉ）の化合物であることを特徴とする、請求項1～2のいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項６】
シリコーンポリマーが、一般式（Ｉ）の化合物であることを特徴とする、請求項5に記載
の組成物、

　　　　Ｒ１
ａＲ２

ｂＲ３
ｃＳｉＯ（４－ａ－ｂ－ｃ）／２　　　　　　（Ｉ）

　ここで、
　ａは、１～１．４の範囲であり、そしてｂおよびｃが互いに独立に０．０２～０．０４
の範囲であり、
　Ｒ１は、メチル基であり、
　Ｒ２は、ｎが１～５の範囲である一般式（ＩＩＩＡ）により表され、
　Ｒ３は、ｍが３～９の範囲である一般式（ＩＶＡ）により表される。
【請求項７】
上記炭化水素エステルが、式ＲＣＯＯＲ’に相当するモノエステルであり、ここでＲＣＯ
Ｏは、２～２８の炭素原子を含む脂肪酸残基を表し、Ｒ’は、１～２８の炭素原子を含む
炭化水素鎖を表し、ただし上記モノエステルは少なくとも１０の炭素原子を含むことを特
徴とする、請求項１、２又は５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
上記炭化水素エステルが、合成エステル、特に脂肪酸エステル、例えばプルセリン油、イ
ソプロピルミリステート、エチルパルミテート、及びオクチルステアレート；ヒドロキシ
ル化エステル、例えばイソステアリルラクテート、オクチルヒドロキシステアレート、ジ
イソプロピルアジペート、脂肪族アルコールヘプタノエート、オクタノエート、及びデカ
ノエート、ネオペンタン酸のエステル、例えばイソデシルネオペンタノエート、イソトリ
デシルネオペンタノエート、イソステアリルネオペンタノエート、オクチルドデシルネオ
ペンタノエート、イソノナン酸のエステル、例えばイソノニルイソノナノエート、オクチ
ルイソノナノエート、イソデシルイソノナノエート、イソトリデシルイソノナノエート、
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及びイソステアリルイソノナノエート、イソプロピルアルコールのエステル、例えばイソ
プロピルミリステート、イソプロピルパルミテート、イソプロピルステアレート若しくは
イソステアレート、セチルオクタノエート、トリデシルオクタノエート、２－エチルヘキ
シル４－ジヘプタノエート及びパルミテート、アルキルベンゾエート、ポリエチレングリ
コールジヘプタノエート、プロピレングリコールジ－２－エチルヘキサノエート、及びそ
れらの混合物から選択されることを特徴とする、請求項１、２又は５のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項９】
上記組成物が、シリコーン油、シリコーンガム、シリコーン樹脂、及びシリコーンエラス
トマーから選択される少なくとも１のシリコーン化合物をさらに含むことを特徴とする、
請求項１、２又は５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
水素化ポリイソブテン、ジペンタエリスリトールテトラヒドロキシステアレート／テトラ
イソステアレート、２－オクチルドデカノール、ジイソステアリルマレート、及びそれら
の混合物から選択された少なくとも１の非揮発性の油をさらに含むことを特徴とする、請
求項１、２又は５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
組成物が、リップスティックであることを特徴とする、請求項１、２又は５のいずれか１
項に記載の組成物。
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